
［まるめろ通信 /第 141 号］

●取得認証●
ＩＳＯ 9001
青森県認証介護
サービス事業所

・
・

発　行／（福） 青森社会福祉振興団
0175(23)1600
0175(23)0781
0175(23)1171

特 養 み ち の く 荘
特 養 金 谷 み ち の く 荘
み ち の く ク リ ニ ッ ク

●みちのく荘のウェブサイト (www.michinokuso.jp) にも最新情報がたくさん！●プライバシーポリシーは、ホームページに掲載しております。

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年

～
学
ん
だ
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
後
の
取
組
～

　

ラ
ジ
オ
か

ら
流
れ
る
情

報
か
ら
、早
期

復
旧
の
目
処

が
た
た
な
い

状
況
。早
急
に

照
明
や
暖
房
、

飲
み
水
、食
料

等
の
確
保
に

奔
走
し
ま
し

ＵＳＢ充電も可能な軽量・防水仕様の太陽光充電式ライト

た
。当
時
、施
設
内
に
は
十
分
な
備
蓄
品
も
備

え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、市
内
店
舗

を
駆
け
回
り
、給
油
制
限
さ
れ
た
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
に
も
並
び
ま
し
た
。利
用
者
及
び
職
員

等
の
安
全
確
保
の
た
め
、あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用

い
て
、何
と
か
こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
た
こ
と

を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
震
災

を
体
験
し
、自

然
災
害
発
生

時
に
何
が
必

要
な
の
か
改

め
て
考
え
る

き
っ
か
け
に

な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、そ
の

対
策
と
し
て

往復して確保した居室トイレ用水ホールに集められた備蓄品

　

テ
レ
ビ
に
映
る
巨
大
な
津
波
や
福
島
第
一

原
発
事
故
の
模
様
。誰
も
が
あ
の
日
の
大
惨
事

を
覚
え
て
い
る
だ
ろ
う
。２
０
１
１
年
３
月
11

日（
金
）14
時
46
分
に
発
生
し
た
最
大
震
度
７

の
東
日
本
大
震
災
。

　

あ
れ
か
ら
10
年
が
経
ち
ま
し
た
。あ
の
日
、

み
ち
の
く
荘
の
あ
る
こ
こ
む
つ
市
で
は
、震
度

４
の
揺
れ
を
観
測
。大
き
な
揺
れ
と
と
も
に
電

気
は
消
え
、水
が
止
ま
っ
た
。あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
も
の
が
使
用
不
能
と
な
り
、施
設
内
は
静
け

さ
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

以
下
の
よ
う
な
各
種
備
蓄
品
や
食
料
、電
気
の

確
保
等
、ひ
と
つ
ひ
と
つ
確
実
に
進
め
て
き
ま

し
た
。

●
入
居
系
利
用
者
の
飲
料
水
含
む
非
常
食
・

デ
ィ
ス
ポ
容
器
の
備
蓄（
３
日
分
）

●
城
ヶ
沢
フ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
で
の
食
料
備
蓄
・

食
材
の
確
保

●
軽
油
用
タ
ン
ク
の
設
置

※
リ
フ
ト
車
等
の
燃
料
を
確
保

●
緊
急
一
斉
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
の
導
入

※
メ
ー
ル
で
職
員
の
安
否
確
認
等
可
能

●
各
種
災
害
用
及
び
感
染
症
備
品
の
備
蓄

・
可
動
式
発
電
機
、電
池
、電
気
ス
ト
ー
ブ
、

デ
ィ
ス
ポ
グ
ロ
ー
ブ
、カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
等

・
太
陽
光
で
充
電
可
能
な
蓄
電
池
ラ
イ
ト
の
購

入
と
、法
人
職
員
へ
の
配
布

●
災
害
対
策
本
部
設
営
訓
練
の
実
施

●
災
害
想
定
訓
練
の
実
施

●
地
震
発
生
時
の
職
員
招
集
範
囲
等
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成

●
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
の
実
施

●
む
つ
市
と
災
害
時
に
お
け
る
福
祉
避
難
所

の
設
置
運
営
に
関
す
る
協
定
締
結

　

更
に
、県
内
に
お
け
る
原
発
事
故
も
視
野
に

入
れ
、社
会
福
祉
施
設
等
放
射
線
防
護
対
策
事

業
関
連
の
補
助
金
等
を
活
用
し
、以
下
の
対
策

を
講
じ
て
き
ま
し
た
。

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
み
ち
の
く
荘
に
大

型
発
電
機
等
を
設
置
し
、照
明
や
エ
ア
コ
ン
等

の
非
常
用
電
源
を
確
保
。ま
た
、常
に
き
れ
い

な
空
気
を
確
保
す
べ
き
換
気
シ
ス
テ
ム
等
を

導
入

●
災
害
備
品
・
食
料
を
追
加
ス
ト
ッ
ク

●
機
器
取
扱
講
習
・
訓
練
の
実
施

●
避
難
場
所
の
確
保（
み
ち
の
く
城
ヶ
沢
フ
ー

ド
セ
ン
タ
ー
隣
接
の
旧
城
ヶ
沢
み
ち
の
く
荘
）

　　

今
後
、青
森
県
沖
に
お
い
て
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
８
級
の
巨
大
地
震
が
発
生
す
る
リ
ス
ク
が

あ
り
ま
す
。今
回
の
教
訓
を
活
か
し
、被
害
を

最
小
限
に
抑
え
な
が
ら
事
業
の
早
期
復
旧
・
継

続
で
き
る
よ
う
、日
々
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。  

記
／
澤
畑　

教
光（
法
人
本
部
）

　

２
０
２
２
年
に
、仙
台
市
太
白
区
に「（
仮

称
）特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
西
多
賀
み
ち
の

く
荘
」を
開
設
し
ま
す
。

　

青
森
県
む
つ
市
に
お
け
る
45
年
の
集
大

成
と
し
て
、「
未
来
型
施
設
」を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、介
護
と
医
療
、教
育
と
文
化
が
融
合

し
た
全
世
代
が
利
用
で
き
、感
染
症
や
自
然

災
害
等
あ
ら
ゆ
る
リ
ス
ク
に
備
え
た
、現
在

考
え
ら
れ
る
日
本
最
先
端
の
オ
ー
ル
木
造

の
施
設
で
す
。

　

昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対

応
か
ら
得
た
感
染
防
止
対
策
と
し
て
、非
接

触
自
動
ド
ア
や
自
動
手
洗
い
・
う
が
い
器
、

換
気
機
能
付
エ
ア
コ
ン
な
ど
を
館
内
各
所

に
導
入
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
や
Ｉ
Ｃ

Ｔ
・
Ｉ
o
Ｔ
を
駆
使
し
、質
の
高
い
ケ
ア
を

行
い
な
が
ら
、職
員
の
業
務
負
担
軽
減
に
繋

げ
、働
き
や
す
い
職
場
を
目
指
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、万
一
の
災
害
時
に
も
、自
家
発

電
や
食
料
等
の
備
蓄
に
よ
り
、運
営
の
継
続

が
可
能
で
す
。

　

そ
の
他
、地
域
交
流
ホ
ー
ル
や
図
書
館
、

美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、喫
茶
ス
ペ
ー
ス
を
併
設

し
、利
用
者
と
地
域
住
民
が
気
兼
ね
な
く
利

用
で
き
る
地
域
交
流
の
場
と
し
て
の
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。　
　

　

在
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
や
隣
接
の
国
立
病

院
機
構
仙
台
西
多
賀
病
院
と
連
携
し
、地
域

に
根
差
し
た
事
業
を
行
い
、私
た
ち
が
提
供

す
る
安
心
と
安
全
に
よ
り「
誰
も
が
集
ま

り
、幸
せ
に
な
れ
る
施
設
」と
な
る
よ
う
、努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

開設予定地（仙台駅から車で約２０分）
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快適な環境づくりのお手伝い

（車いす・ベッド・リハビリ機器他）

住宅改修

介護用品のレンタル・販売○

○

シルバーサービス株式
会社
〒 035-0033　むつ市横迎町 2-9-13

ＴＥＬ　0175-22-9511

青森県むつ市大曲二丁目 13-35

ニッショク

水産物・青果物・食肉・冷凍食品等の卸売

ＮＩＳＳＹＯＫＵ

電話 （０１７５）

有限会社

ＦＡＸ  （０１７５）

配食サービス終了の
お知らせ

　このたび、諸般の事情により、２０２１

年３月をもちまして、高齢者世帯や一人暮

らしの高齢者の方を見守りながら地域の

皆さまへお弁当をお届けしてきた「配食

サービス」を終了することになりました。

　むつ市城ヶ沢に「特別養護老人ホームみ

ちのく荘」があった頃から、約２０年の長

きにわたり、多くのご利用をいただきまし

て誠にありがとうございました。

ま
る
め
ろ
奨
学
金
を

利
用
し
ま
せ
ん
か
？

み
ち
の
く
ク
リ
ニ
ッ
ク

か
ら
の
お
知
ら
せ

 　
「
医
療
・
福
祉
分
野
で
活
躍
し
た
い
」と
考
え
て
い

る
学
生
を
応
援
す
る
奨
学
金
制
度
で
す
。卒
業
後
に

当
法
人
で
一
定
期
間
働
く
こ
と
で
、返
済
が
免
除
さ

れ
ま
す
。

　

ご
相
談
、ご
利
用
希
望
の
方
は
、お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
対
象
》

　

大
学
生
・
短
大
生
・
専
門
学
生
・
高
校
生
等

《
貸
与
額
》

　

①
．各
国
家
資
格
取
得（
介
護
福
祉
士
／
看
護
師
／

理
学
療
法
士
／
作
業
療
法
士
／
言
語
聴
覚
士
）を
目

指
す
学
生
…
月
額
５
万
円

　

②
．①
以
外
の
高
校
生
…
月
額
３
万
円

《
お
問
い
合
わ
せ
》

　

社
会
福
祉
法
人   

青
森
社
会
福
祉
振
興
団

　

人
材
部　

多
田

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
０
１
７
５（
23
）１
６
０
０　

　

２
０
２
１
年
４
月
か
ら
、み
ち
の
く
ク
リ
ニ
ッ
ク

で
は
地
域
住
民
の
健
康
医
療
に

寄
与
す
る
た
め
、青
森
県
市
町

村
職
員
共
済
組
合
の
日
帰
り

ド
ッ
ク
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。   

　

対
象
者
は
、30
歳
以
上
の
組

合
員
及
び
40
歳
以
上
の
被
扶
養

配
偶
者
と
な
り
ま
す
。   

●
健
診
料
合
計 

￥
３
８
，０
０
０（
税
込
）   

 　

※
オ
プ
シ
ョ
ン  

 　
・
肺
機
能
検
査  

 　
・
前
立
腺
が
ん
検
査（
Ｐ
Ｓ
Ａ) 

※
男
性
の
み  

 　
・
胃
の
健
康
度
Ａ
Ｂ
Ｃ
分
類+

ピ
ロ
リ
菌
検
査  

 　
・
睡
眠
時
無
呼
吸
簡
易
検
査  

 　
・
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
検
査
基
本
料
金     

ほ
か

《
お
問
い
合
わ
せ
》

　

み
ち
の
く
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
０
１
７
５（
23
）１
１
７
１

２
０
２
２
年
度
新
卒
採
用

募
集
開
始
の
お
知
ら
せ

　

青
森
社
会
福
祉
振
興
団
で
は
、２
０
２
２
年
度

新
卒
採
用
の
募
集
を
開
始
し
ま
す
。

　

募
集
職
種
の
求
人
内
容
は
、当
法
人
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト（
採
用
情
報
）を
参
照
く
だ
さ
い
。

■
募
集
職
種

　

●
介
護
職
／
専
門
学
校
・
短
期
大
学
・
大
学

　

●
看
護
師
／
専
門
学
校
・
短
期
大
学
・
大
学

　

●
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
・
言
語
聴
覚
士

　

／
専
門
学
校
・
短
期
大
学
・
大
学

　

●
調
理
員
／
専
門
学
校
・
短
期
大
学

　

●
総
合
職（
事
務
系
）
／
大
学

■
雇
用
形
態

　

正
職
員（
試
採
用
期
間
３
ヵ
月
）

■
勤
務
地

　

青
森
県
む
つ
市
お
よ
び
宮
城
県
仙
台
市

■
応
募
資
格

①
２
０
２
２
年
３
月
卒
業
予
定
者

②
卒
業
後
概
ね
３
年
以
内
の
学
卒
者

■
そ
の
他

下
北
郡
外
か
ら
の
受
験
者
で
、ホ
テ
ル
等
に
宿

泊
さ
れ
る
方
は
、宿
泊
費
５
０
０
０
円（
一
律
）

を
補
助
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
法
人  

青
森
社
会
福
祉
振
興
団

　

人
材
部
／
多
田

　

電
話
／
０
１
７
５（
23
）１
６
０
０　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
の
方

は
こ
ち
ら
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も

ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
▼
▼
▼

まるめろ美術館ご案内
関野凖一郎記念

国内外での新型コロナウィルス感染症の拡大防止のため、
安全を考慮し当面の間、臨時休館とさせていただきます。
再開日につきましては、今後の感染状況等の情報を見極め
たうえで検討し、当館ホームページにてご案内いたします。

臨時休館のお知らせ

堤川より八甲田（1976 年）／関野凖一郎

　

右
目
が
見
え
ず
、左
足
が
不
自
由
と
な
り

身
体
障
害（
第
一
種
三
級
）・
要
介
護
認
定

（
要
介
護
２
）に
認
定
さ
れ
た
私
。

　

歩
行
器
が
な
け
れ
ば
、前
に
進
め
な
い
私

が
、二
〇
二
〇
年
夏
、大
湊
か
ら
弘
前
市
、黒

石
市
へ
と
電
車
で
ひ
と
り
旅
に
出
ま
し
た
。

「
な
ぜ
そ
ん
な
無
理
を
？
」と
言
わ
れ
ま
す

が
、私
の
心
の
中
に
は
譲
れ
な
い
理
由
が

あ
っ
た
の
で
す
。

　

一
つ
目
は
、両
親
の
墓
参
り（
黒
石
市
）で

す
。二
つ
目
は
、今
の
自
分
の
体
力
の
限
界

を
知
り
た
い
と
い
う
事
で
す
。

　

関
東
方
面
で
長
く
働
い
て
、六
十
歳
過
ぎ

に
脳
梗
塞
で
倒
れ
、六
年
に
も
及
ぶ
闘
病
生

活
で
、父
母
の
墓
参
り
も
出
来
な
か
っ
た
事

が
、自
分
の
心
の
中
に
ず
っ
と
ひ
っ
か
か
っ

て
い
ま
し
た
。

　

弘
前
市
内
の
病
院
施
設
に
移
っ
て
か
ら

も
、車
椅
子
の
為
、一
人
で
墓
参
り
で
き
な

か
っ
た
。去
年
の
お
盆
も
コ
ロ
ナ
禍
で
人
込

み
は
ダ
メ
。そ
ん
な
中
、８
月
末
日
に
津
軽

に
嫁
い
で
い
る
妹
か
ら
連
絡
が
あ
り
、自
分

で
動
け
る
う
ち
に
行
く
事
に
決
め
ま
し
た
。

　

猛
暑
に　

踏
み
出
す
一
歩　

怖
さ
あ
り

　

心
の
弱
さ
か　

老
身
の
せ
い
か

「
大
丈
夫
か
？
大
丈
夫
か
？
」不
安
!!

　

８
月
27
日
の
朝
、い
よ
い
よ
出
発
で
す
。

ひ
と
り
旅
。天
気
は
ス
カ
ッ
と
し
、暑
い
。猛

暑
注
意
報
。水
筒
に
冷
た
い
麦
茶
を
入
れ
、

着
替
え
を
リ
ュ
ッ
ク
に
詰
め
、靴
を
履
い

て
、車
で
迎
え
に
来
て
く
れ
た
む
つ
市
在
住

の
娘
に
大
湊
駅
ま
で
送
っ
て
も
ら
っ
た
。

　

心
配
顔
の
娘
を
無
視
し
、歩
行
器
を
押
し

て
駅
舎
に
入
っ
た
。大
湊
か
ら
弘
前
ま
で
の

切
符
を
買
う
た
め
、障
害
手
帳
を
出
し
た

ら
、駅
員
か
ら「
一
人
で
行
く
の
？
」と
聞
か

れ
ま
し
た
。「
ハ
イ
」と
返
事
は
し
た
け
れ

ど
、心
の
中
は『
不
安
』。だ
い
ぶ
待
っ
て
電

車「
快
速
し
も
き
た
」が
ホ
ー
ム
に
入
っ
て

き
た
。ホ
ー
ム
と
電
車
の
間
が
思
っ
た
以
上

に
広
く
、段
差
が
高
い
。「
乗
れ
る
か
な
？
」

「
大
丈
夫
か
な
？
」駅
員
の
手
伝
い
で
何
と

か
乗
れ
た
。座
れ
た
。

　

11
時
48
分
、出
発
進
行
。一
路
青
森
へ
。

　

車
窓
に　

揺
れ
る
草
木
に

　

我
重
ね　

向
か
う
先
は　

父
母
の
墓

　

電
車
が
走
り
出
し
て
か
ら
、気
付
い
た
の

は「
ト
イ
レ
は
ど
う
す
る
」で
し
た
。大
湊
か

ら
青
森
ま
で
二
時
間
以
上
か
か
る
し
、暑
い

か
ら
冷
た
い
水
や
お
茶
を
た
く
さ
ん
飲
ん

で
い
る
。加
齢
で
ト
イ
レ
も
近
い
。「
ヤ
バ

い
ぞ
」。で
も
大
丈
夫
で
し
た
。快
速
し
も
き

た
は
電
車
の
中
に
ト
イ
レ
が
あ
り
ま
し
た
。

席
は
ト
イ
レ
の
近
く
が
良
か
っ
た
の
で
す

が
…
。

　

13
時
46
分
、青
森
駅
に
着
く
。で
も
大
変

だ
。青
森
駅
は
工
事
中
で
ト
イ
レ
も
、エ
レ

ベ
ー
タ
ー
も
使
え
な
い
。弘
前
へ
行
く
た

め
の
、乗
り
換
え
が
で
き
な
い
。歩
行
器
を

持
っ
て
の
、階
段
の
昇
り
降
り
は
想
像
以
上

に
大
変
で
す
。

　

一
度
は
嫌
に
な
っ
て「
諦
め
よ
う
」と

思
っ
た
時
で
す
。通
り
が
か
っ
た
大
学
生

く
ら
い
の
女
性
二
人
が
、助
け
て
く
れ
ま
し

た
。一
人
は
歩
行
器
を
運
び
、も
う
一
人
は

乗
り
換
え
予
定
の
電
車
の
駅
員
に「
障
が
い

者
が
乗
る
か
ら
」と
告
げ
て
く
れ
て
、私
は

無
事
に
弘
前
行
の
電
車
に
乗
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。お
礼
を
言
っ
て
頭
を
下
げ
て
い

る
間
に
、二
人
は
、ど
こ
か
に
行
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

若
人
の　

な
に
げ
な
い
助
け　

あ
り
が

た
く　

心
に
し
み
て　

思
わ
ず
涙

　

障
が
い
者
の
老
人
一
人
旅
は
い
ろ
い
ろ
と

迷
惑
を
か
け
ま
す
ね
。「
ご
め
ん
な
さ
い
」。

　

14
時
52
分
、弘
前
駅
に
無
事
到
着
。弘
前

駅
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ
る
の
で
、あ
ま
り

心
配
な
く
。今
日
は
弘
前
に
泊
ま
る
。夜
は

弘
前
地
区
の
ケ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
、打
ち
合
わ

せ
を
兼
ね
て
会
食
。刺
身
が
め
ち
ゃ
美
味
し

か
っ
た
。海
が
な
い
弘
前
で
、大
間
の
マ
グ

ロ
を
食
べ
た
よ
。「
美
味
し
い
」。

「てっぺんの終着駅」大湊駅

身
体
障
が
い
者
の「
ひ
と
り
旅
」 

㊤

                                   

記
／
山
田
　
茂 

（72）

　（
ケ
ア
ハ
ウ
ス
み
ち
の
く
グ
リ
ー
ン
リ
ブ
入
居
者
）


